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竹中 佳彦 教授
（人文社会系）
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1964 年東京都生まれ。1991年3月筑波大学大学院博士課程社会科学研究科修了後、同
年7月本学社会科学系助手、2001年 4月北九州市立大学法学部教授、2007年 4月筑波
大学大学院人文社会科学研究科准教授などを経て、2011年10月より現職。

主要著作：『日本政治史の中の知識人 』（上・下、木鐸社、1995年）、『現代日本人のイデ
オロギー』（共著、東京大学出版会、1996年）、『現代政治学叢書8　イデオロギー』（共著、
東京大学出版会、2012年）、他

PROFILE

時代とともに変容する

政治とイデオロギー
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■ 政治学のメソッド

　選挙の前後や重要な政策課題が議
論される時には、様々な世論調査が行
われます。そのデータを計量分析とい
う手法を用いて科学的に分析すること
で、有権者の投票行動を明らかにして
いきます。同じデータを使っても、項
目の組み合わせ方などによって異なる
解釈が導かれたり、時には想定外の結
果が得られたりもしますが、データは
正直です。政治学者と言えども、自分
の意見を介在させる余地はありませ
ん。そこが、評論家やコメンテーター
との決定的な違いです。政治の研究は
極めて科学的な営みなのです。
　計量分析との出会いは大学院生の
頃。今、熊本県知事をしている蒲島郁
夫先生の大学院の授業で共同論文を執
筆するために選んだのがイデオロギー
でした。その共同論文がどんどん膨ら
み、単位取得のために書くはずだった

　90年代初めまでの、いわゆる「55年
体制」と呼ばれていた時期は、各政党
のイデオロギーは比較的離れて分布し
ており、自分のイデオロギーと照らし
て、支持政党を決めることが容易でし
た。しかしこの体制が崩れ、政党の分
裂・合併が繰り返される中で政党ごと
のカラーが薄れると、個々の政策や党
首を評価し、それが自分にとって恩恵
をもたらすかどうかによって投票先を
決める人が増えてきました。この傾向
は、日本人のイデオロギーがある一定
の価値観に収れんしてきていることを
示しているとも言えます。
　しかし個人の利害で政策を捉えると、
その人の立場や生活環境によって評価
が分かれる上、憲法改正や安全保障な
ど国家としての長期的な展望よりも、
経済や福祉のような目前の問題ばかり
に関心が向き、その時々で内閣支持率
が上下したり、一貫性のない選択をす
ることになったりしてしまいます。

■ 政党と有権者とイデオロギー

　経済政策や安全保障の問題など、政
治が解決すべき課題は山積していま
す。政党は様々な政策を提示し、法案
を作り、議論が進んでいきます。こう
いった政治の動きに対して国民が影響
を及ぼすことができる機会のひとつが
選挙です。では国民は、何を基準に大
切な一票を行使するのでしょうか。
　共産主義や社会主義などの極端なイ
デオロギーは、さすがに今では影響力
を失い、自由民主主義が主流となって
います。しかし、その中にも経済発展
を追求し小さな政府を志向する新自由
主義的な考え方（保守）と、社会保障を
重視し大きな政府を目指す社会民主主
義的な考え方（リベラル）があります。
アメリカの経済学者ダウンズによる
と、この２つの考え方を両端に置いた
線上に、各政党のイデオロギーが分布
しています。

イデオロギー。専門家でなければ口にすることさえ滅多にない言葉かもしれません。私たちは選挙のたび

に、いろいろな政策や主張を比較し、最も良いと思える政党や候補者を選びます。この「最も良い」という

判断の基礎となる価値観がイデオロギーです。日本では政党や政策の対立軸が曖昧になり、イデオロギー

を声高に論じることが少なくなりましたが、投票行動や政治意識をじっくり分析すると、現代日本人のイ

デオロギーが見えてきます。

政治を科学的に捉える
投票行動から探る
日本人のイデオロギー
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を打破してくれそうな考え方が「革新」
と受け取られます。人々のイデオロ
ギーが変わるように、保守と革新の基
準も時代とともに変化するのかもしれ
ません。

民党、革新と言えばかつての社会党や
共産党でした。ところが、若い世代の
眼には、主張を変えない共産党が保守、
新たに勢力を伸ばしてきた日本維新の
会などが革新、と映っています。イデ
オロギーではなく、現状維持か変革か
で評価しているわけです。
　確かに、学校教育の中で
各政党の信条や保守・革新
といった概念を学ぶことは
ほとんどなく、政党や政策
の対立をイデオロギーで判
断していた時代を知る世代
とそうでない世代との間に
認識のギャップが生じるの
は当然でしょう。しかしそ
れを間違った知識と断じて
しまうのは性急です。若い
世代の方が、政治に対する
閉塞感をより切実に感じて
います。だからこそ、現状

1報の論文は、10年かかって1冊の書籍
になりました。その3年ほど前に55年
体制が崩壊し、研究は次のフェーズに
入りました。その集大成が、2012年に
出版した「イデオロギー」という書籍で
す。日本人はイデオロギーを持たなく
なったように見えますが、昨今は、政
権の右傾化や、ヘイトスピーチなど排
外主義の顕在化も指摘されています。
書籍の刊行と前後して、政党と有権者
の関係や政策の対立をイデオロギーか
ら論じる研究が増えつつあります。

■ 変わる「保守」と「革新」

　近年の分析によると、有権者の考え
方に興味深い変化が起こっています。
特に30代以下の若い層で、「保守」と「革
新」の概念が逆転しているのです。　
これまで社会や政治を支えてきた50代
以上の人々にとって、保守と言えば自
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■ 政治の話をしよう

　18 歳選挙権が導入され、若者が政
治に関与する機会が増えています。
とは言え、社会とのつながりが少な
い彼らには、より良い政策を選ぶ尺
度がなく、関心を持ちにくいのも仕
方のないこと。けれども見方を変え
れば、政治や社会に対する純粋な理
想や理念に基づいた投票行動がしや

すいとも言えます。
　ある政策が良いと思っても、それ
が他の政策と相反することもありま
す。優先順位をつけるにしても、妥協
点を見出すにしても、トータルとし
て築かれる社会の様相を見極めなく
てはなりません。そのためには、どの
政党がどんな政策を提案しているか
を学ぶことが不可欠です。なんとな
く避けてしまいがちな政治の話題で

すが、イデオロギーは、普段から考
え、議論を積み重ねることで培われ
ていくものです。
　自分の主張や要求を政策に反映さ
せるには、ある程度の規模の集団と
して有権者の存在を示すことも必要
です。最近は、デモを行ったり、ネッ
トの書き込みから論争が広がったり
するなど、政治参加の手法も多様化
しています。こういった動きは、いず
れ投票へとつながりますから、政治
家も無視はできません。そう考える
と、有権者が政治に及ぼす影響力は
皆さんが考えるほど小さくはありま
せん。
　政治は時代の流れとともにダイナ
ミックに動いています。その中で、政
党や有権者の考え方も変わっていく
はずです。従来のイデオロギーの枠
組みが変容し、新しい対立軸が形成
されていくプロセスを、様々な意識
調査と緻密な分析を通じて注意深く
見つめています。

河合塾と本学が実施した「 学問本オーサービジット 」の取り組みで、開成中学・
高校の生徒たちと、著書『 イデオロギー』を読んで語り合いました。

河合塾・高校生サイト『みらいぶプラス』より
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P R O F I L E

足立 佳菜子 氏
独立行政法人国際協力機構（JICA ）
地球環境部森林・自然環境グループ
自然環境第二チーム 課長

1968 年　 愛知県北名古屋市生まれ
1987 年　 筑波大学第２学群比較文化学類入学
1991 年　 同大学卒業、
　　　　　 ミシガン州立大学大学院（ 社会学 ）入学
1993 年　 同大学院（ 社会学 ）修了
1994 年　 国際協力機構（ 当時国際協力事業団 ）入社、

青年海外協力隊事務局、研究所等
2008 年　 中国事務所在外勤務
2012 年　 帰国、調達部
2015 年～ 現部署
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— 国際協力のスペシャリストの足立さ
んですが、大学進学時には「比較文化
学類」に入学。進学の理由を教えてく
ださい。

　世界にはたくさん国があるのに、発展
する国としない国があって、その差は何
だろうということを考えていたときに、

「比較文化学類」という学科を見て、これ
だと思いました。一般的な「文学部」「工
学部」ではなく、「第２学群」とか「比較
文化学類」は輝いて見えました。ただ、学
内には憧れのバドミントン選手がいて、
結局そちらに傾倒してバドミントン部一
筋の大学生活でした。しかし、卒論では
原点に戻り、フィリピンの輸出志向型の
成長戦略について研究しました。
　卒論に取り組む過程で勉強をやり残し
てきたことにハタと気づき、社会学を修
めようとミシガン州立大学の大学院に進
学しました。周りの学生は、学生とは言っ
ても30代以上の社会人経験者が多く、社
会経験を元に、明確な問題意識を持って

いたので、授業に臨む姿勢も真剣そのも
の。必死でついていきました。

— 比較文化から社会学、そして環境保全
というキャリアは意外な感じがします。

　大学院修了後は、国際的な仕事に携わり
たいと考え、国際協力機構（以下JICA）に
入りました。青年海外協力隊事務局、研究
所などに勤務した後、配属されたのが「地
球環境部」。JICAの中でもインフラ、エネ
ルギー、教育、保健などの分野別の課題に
取り組む「課題部」と呼ばれる部署です。
担当することになった生物多様性保全や
森林保全などの自然環境保全は、自分の
専門分野とはかけ離れているので、大丈夫
かしらと戸惑いました。
　でも環境の問題って、実は人間の問題
なのです。例えば、森林は勝手に減少する
のではなくて、人が木を切るから減って
いくのです。森林を保全しようと思った
ら、木を切らなくてよい生活を保障しなく
てはいけない。森林や海洋、湿地などの自

然を保全するためにはそこに暮らす人々
や社会にアプローチしていかなくてはな
らない。それには社会学の視点が必要で
す。「住民に対してどうアプローチするか」

「政府に対してどう働きかけるか」「制度
をどう作っていくか」を考え、実行するこ
とが重要なのです。これならば自分の知
識や経験が生かせると思いました。

— 途上国支援の魅力と、難しいと思うこ
とは何でしょう。

　ケニアで社会林業の住民グループ支援
プロジェクトを視察に行った時のこと
です。プロジェクトで支援している地元
農民の女性たちが畑の横の空き地で、手

「途上国で『なんとかしよう』と奮闘している人に出会えるのが、
この仕事の喜びです」という足立さん。その土地の人々の暮らしを
大切にして、「何が自分にできるのか」という視点でグローバルな
課題解決に取り組んでいます。

　気候変動は世界的な課題で、その対策に森林

保全が重要だというのが国際的な認識です。
REDD（Reducing Emissions from Defor -
estation and Forest Degradation in 
Developing Countries）+は、途上国が、木
材や燃料の調達、農地開発などのために自国の
豊かな熱帯林を伐採することを抑制するため

に、国際社会が経済的インセンティブを提供す
る取り組みです。国連機関やJICAなどの各国
援助機関では、途上国政府がREDD+を導入す
るための計画、政策・制度の策定や、森林資源
のモニタリング、人材育成などを支援していま
す。REDD+推進のためには政府や援助機関の
みならず、民間企業やNGO、研究機関などの協
力も不可欠との考えの下、JICAが中心となっ
て、オールジャパンでREDD+に取り組むプ
ラットフォームを2014年に立ち上げました。
　足立さんは、中南米・アフリカ・中近東で行
われる自然環境保全のプロジェクトの立案・

進捗管理・評価などの総括を担当していて、
REDD+事業も支援しています。重要な局面で
は、政府機関の意思決定者に理解を求めるため
交渉や報告を行ったり、現地のキーパーソンに
会って協力を要請したりします。

http://www.reddplus-platform.jp/

足立さんが所属する
地球環境部が現在手がける

「REDDプラス」事業

独立行政法人国際協力機構（JICA ）
地球環境部森林・自然環境グループ

1987 年　 筑波大学第２学群比較文化学類入学

1994 年　 国際協力機構（ 当時国際協力事業団 ）入社、
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書きの紙を貼って、植林の重要性やプロ
ジェクトで教えた技術の有用性を英語で
プレゼンしていました。
　彼女らはプロジェクトが始まるまで
は、人の前に出て話すことなどなかった
のですが、プロジェクトを通じて自ら植
林や農業の技術を学び、試してみてその
効果を理解し、当番制で説明するという
トレーニングを重ねてきました。外部か
らただ教えるだけでは、技術の有用性や
植林の重要性が伝わらないのですが、自
分で実際に試し、比べ、見て観察し、発表
にまとめてみると、心底納得して新しい
技術を取り入れることができます。現地
の人々が問題を理解し、必要性を感じて、
主体的に活動に取り組んでいる。自らを
大きく変えていける人々の可能性に感動
しました。
　途上国では環境が大変厳しく、すぐに
は目に見える成果が出なかったり、活動
を持続、普及させていくための資金を確
保することが難しかったりします。JICA
の支援は通常、3～5年と期間が決まって
おり、その後の持続性が課題になること
があります。しかし、住民が次のステッ
プに進むことができるように、私たちは
JICA以外の国際協力団体に引き継ぐ、他
の資金ソースを探す、途上国政府に働き
かけるなど住民への支援が継続されるよ
うに努力をしています。

— 在外勤務や国際出張が多いお仕事です
が、ライフワークバランスについて、こ
れからグローバルに活躍しようという、
特に女性にアドバイスはありますか？

　国際的に働く仕事を選ぶ上で、家族と
の生活をどうするかというのは、誰でも
悩むと思います。私の場合、約4年間の中
国北京での在外勤務の際には、仕事のあ
る夫は日本に残り、私が当時小学4年生
の娘を連れて赴任しました。中国国内の

出張の際に、娘を一人にしておくわけに
もいかず、赴任が決まったときには、ちょ
うど定年退職をした父に同行してくれる
よう頼みました。他の職員は母親に、別の
人は夫に仕事を休職してもらうなど、人
それぞれに家庭と仕事が両立できるよう
工夫していました。100パーセント何とか
なるという楽観的なことは言えないので
すが、最初からダメな理由を積み重ねて、

「だからできない」と諦めてしまうとそこ
で可能性は終わってしまいます。チャレ
ンジしてみたら、意外にできてしまうこ
ともあるし、やはり難しいとなれば、そ
こでペースダウンするなど見直すことも
できると思います。

— グローバルに働くために、どのような
スキルが必要だと思われますか？

　共通言語でコミュニケーションがで
きることは大前提として、私が重要だと
思っているのは、相手の価値観や考え方
を理解するための柔軟な視点を持つこと
です。日本で当たり前だと思っているこ
とも、国や地域が異なれば通用しません。
こちらが正しいと思うことを押し付けて
もうまくいきません。ですから、その国の
歴史、宗教、政治などの社会的背景や、彼
ら自身の問題意識は何かなどをよく知っ
て、相手にとって理解しやすく、同意で
きるような解決策を探るという心構えが
必要です。

　さらに、解決策が見つかって目的が定
められたら、それを実現するための手段
をたくさん持っておくこと。問題はわ
かったけれども何もしてあげられない、
ということになってしまっては役に立て
ません。
　国際協力事業は多くの専門家や関係者
とチームで取り組みます。JICAはその
コーディネーター的な役割を果たしま
す。途上国が直面している問題を解決す
るための道筋を探るには、プロジェクト
の目的を常に意識しながら、多様な関係
者の知識と経験を総動員し、多面的に検
討することが重要です。そうすることで、
無理だと思える難題にもアプローチする
ことができるのです。

— 最後に本学学生にアドバイスをお願い
します。

　筑波大はいろいろな学科の授業を履修
できるのがとてもよいと思います。私も
学類を問わず周辺領域の授業やゼミに参
加しました。同じテーマでも、社会系と
国際系の先生が正反対の趣旨の解説をし
ていたりして、多様な見方が学べたのは
とてもよかったと思っています。また、
海外に行くと「日本ではどう？」と日本の
知見を求められますので、日本について
しっかり学んでおくとよいと思います。
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みんなで答え
た後は、列ご
とに一人ずつ
発音を確認し
ます。このよ
うにして授業
中に全員が発音する機会を作っています。
黒板上には次第に「サザエさん」の家系図
ができあがっていきます。教科書にも似た
ような教材はありますが、より親しみのあ
る図柄の方が、生徒の注目を惹くのは明ら
かです。

発音と同時に、thisとthatとitの使い分
けなど、細かな文法にも注意を払います。
些細なことのように思えますが、大切なポ
イントです。生徒たちも、きちんと学びた
いという意識が高いので、曖昧な指導は禁
物。myとyourのコンセプトを徹底的に学
習したり、挨拶の練習に時間をかけたり、
普通なら簡単に済ませてしまいそうな部
分に、まずフォーカスします。最初の段階
で基礎の基礎に丁寧に取り組めば、その後
の学習でつまずきにくくなるのです。

ん。題材を自分で選び、登場人物ごとに声
色を変えたり、演技も加えたりと、ちょっ
とした演劇パフォーマンス大会です。発音
やリズム、発表態度などを生徒同士でも評
価し、優秀発表者の投票が行われます。前
回よりも上達した部分、つまり、頑張った
ことも評価の対象になるので、下位の生徒
もモチベーションが上がります。楽しませ
るための演出はもちろん、他の人の発表を
聞くというトレーニングにもなります。

さて、今日の本題は「Who is ～?」の使
い方の復習です。見覚えのある人物のシ

ル エ ッ ト が
書かれたカー
ド を 掲 げ て

「Who is this 
woman?」 － 
カードを裏返
すとクラスの
答 え は「She 
is Sazae! She 
is Namihei's 
daughter. 」。

「Hello, Mr. Koinuma!」「Hello, everyone!」
　元気な挨拶で英語の授業が始まりまし
た。日付や天気などのやりとりがリズミカ
ルに続きます。これは全校共通のルーティ
ン。４人の英語科教員が同じ教材を使い、
授業の進捗も合わせています。担当の先
生が変わったりクラス替えがあっても、ス
ムーズに学びを継続できる仕組みです。

挨拶の後、「Reading Show」の結果が発
表されました。これはクラス単位で全学年
が行う英語の音読テストです。音読とは
いっても、単なる読み上げではありませ

本学には 11 の附属学校があります。
それぞれの分野でわが国の教育をリー
ドしており、全国でも有名な先生たち
が大勢います。各学校で活躍する名物
先生を紹介いたします。

23
V O L .

23

 名
物先生登場！

附 属 学 校 の

1961年、埼玉県生まれ。埼玉大学教育
学部卒業後、埼玉県立毛呂山高等学校、
埼玉大学教育学部附属中学校勤務を経
て、平成７年度より現職。担任した学年
を5回卒業させ、現在は研究部長。他に、
埼玉大学教育学部「英語科指導法」講師、
中学校教科書『NEW HORIZON』（東京
書籍）及び雑誌『指導と評価』（図書文化）
の編集委員を務めている。

筑波大学附属中学校　主幹教諭
肥沼 則明 教諭
こ い ぬ ま の り あ き

1年2組のみんなと
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肥沼先生が、本校に赴任した歓迎会でのこと。自己紹介をするときに、ある”人”を連れてきました。
それは、かれの無二の”親友”、けんちゃん。彼を膝の上に乗せ、話し始めました。なんと”彼”は腹話
術の相方でした。これを使いながら、生徒が興味を持って授業に臨めるようにするとのこと。一同吃
驚です。しかし、肥沼先生の授業に対する姿勢の一端を見た思いがします。それからの彼の英語科教
育における活躍は目覚ましいものでした。本校の英語科全ての教員がそうであるように、日本一の英
語教員、といっても過言ではない教師になってくれています。全国から英語教育研修会の講師依頼は
引きも切らず、それでも決して本業の授業を疎かにすることなく、全力投球です。

このように様々な活躍をしながら、綺羅星の如くの附属中学校教師集団にあって、もうベテランの
域に達しています。本校の中核となる存在として、益々その輝きを増しています。ご自身が、本校を
教員として卒業するまで、輝き続けられることを、副校長としても期待しています。

小山 浩 副校長と

くさんな学習内容というよりは、一つのこ
とを少しずつ形を変えながら繰り返し行
い、退屈せずに確実に身につけられるよう
な構成です。読む・書くは自宅でもできま
すから、授業では聞く・話す活動が中心で
す。生徒との対話や一人一人の発音に十分
な時間を取るために、空白の時間を作らな
いよう、指導案を事前にしっかり頭に叩き
込みます。そしてどんな時でも、プロの証
としてキリリとネクタイを締め、生徒の前
に立ちます。

肥沼先生は校内でもうひとつの重大な
役割を担っています。それは学校行事のビ
デオ撮影です。趣味の映画鑑賞が高じて、
自分でも撮影するようになり、今では運動
会や文化祭などの映像記録をすべて任さ
れています。生徒のことをよく知っている
からこそ撮れる一瞬が満載です。膨大な撮
影データを編集し、テロップを入れて、ド
キュメント映画さながらに仕上げます。そ
れらは学年ごとに数枚のディスクにまと
め、制作秘話などを記したプロダクション
ノートとともにパッケージにして卒業の
際に生徒に配ります。生徒にとっては最高
の記念でしょう。撮影技術の研究にも余念
がありません。

中学校の先生になろうと決めたのは、中
学3年生の頃。熱心に生徒と向き合う先生
と出会ったことと、生徒会長として人前で
話すことに快感を覚えたのが、そのきっか

肥沼先生の授業は、とにかくスピード感
に溢れていて、集中力が途切れることがあ
りません。このスピード感は、先生と生徒
との息が合って生まれるものです。それに
は、双方の信頼関係が不可欠です。教員を
続けながら大学院に通い、修士論文で研究
したテーマが「名人の授業を科学する」。
上手な授業で評判の先生は全国にいます。
その人たちの授業を分析したところ、教え
るテクニック以前に、生徒たちとの良い関
係を築くことに腐心していることがわかり
ました。早速、自分も同じようにやってみ
ると、確かに授業の雰囲気が変わりました。
できるだけ早く生徒全員の顔と名前を憶
え、生徒に何を達成してほしいか、そのた
めにどんなふうに授業に臨んでほしいか、
そういう思いを、他の教員も一緒に、学年
全体に伝えます。顔と名前を一致させるの
がだんだん難しくなってきたと苦笑しなが
らも、生徒の心を掴む努力は惜しみません。

授業中は余計な話をすることはほとん
どありませんが、帰りの会では日常で遭遇
した小さな出来事などを紹介し、生徒と語
り合います。それを通して、お互いに、授
業中とは別の側面を発見することができ
ます。これも生徒との人間関係を築く大事
な時間です。こういった何気ないやり取り
や生徒たちの反応を書きためたものを冊
子にして、先生たちに配っています。

授業はテンポよく進みますが、盛りだ

けでした。けれども英語は大の苦手科目。
ところが大学に入ってから英語を学んでみ
ると、それまでわからなかったことが理解
できるようになりました。その体験が、肥沼
先生を英語教師の道へと導いたのでした。
学生時代に1年間、アメリカに国費留学し、
英語を話すことに対する抵抗感も消えまし
た。英語はあらゆる分野に関連する科目。
その先にもっともっと大きな世界が広がっ
ていることも、英語を教える魅力です。なり
たかった中学校の先生になり、生徒の成長
を見守る日々は、何にも代え難い幸せです。
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6月25日～7月3日に、ブルガリア共和
国で開催された第３回世界ろう者陸上競
技選手権大会で、本学人間学群障害科学
類２年の足立祥史さんが、男子４×100ｍ
リレーの日本代表として第３走者を務め、
42秒02の日本ろう者新記録で銅メダルを
獲得しました。
　幼い頃から走ることが自己表現の一つ
だった足立さんは、本学に入学し、高校時
代から憧れていた陸上競技部に迷わず入
部しました。アダプテッドスポーツの舞
台だけでなく、筑波大学陸上競技部の代
表選手として学生選手権などの大会に出
場することを目指して、日々練習に励ん
でいます。「今は毎日、部員としての誇り
と使命感でいっぱいです」と語る表情か
らは充実した日常が伝わってきます。

世界大会では、補聴器など一切の装具
を外すため、スタートの音も、応援の声も、
風の音も走者には届きません。スタート
合図のライトの点灯だけが頼りです。「目
に見える情報しかないリレーは、いつも
以上に緊張しました。代表リレーメンバー

は『世界でナンバーワンになる』という目
標の元で気持ちが一つになれたので、短
い期間でできる限りのことはやれたと思
います」と初めて臨んだ国際大会を振り
返ります。

今回の経験から得た、世界の選手と渡
り合えたという達成感と、練習を重ねれ
ばもっと戦えるという確信を糧に、足立
さんの挑戦は続きます。来年、トルコで開
催される聴覚障害者の国際スポーツ競技
会「デフリンピック」のリレー走者として、
さらなる上位を目指
しています。
　両耳感音性難聴と
いう障害をもつ足立
さんは、幼い頃に出
会った特別支援学校
の先生に憧れて人間
学 群 に 進 学 し ま し
た。聴覚障害をもち
ながら明るく熱心に
指導をしてくれたそ
の先生のように、自

分も障害のある子どもやその家族の気持
ちに寄り添い、勇気を与えられる存在に
なりたいと考えています。障害がある人
もない人も理解できる「授業のユニバー
サルデザイン化」を実現したい、という思
いは、もう一つの夢にもつながっていま
す。それは、障害者スポーツを障害がない
人も楽しめるのだと知ってもらうこと。
そこには、自らのスポーツの喜びをより
多くの人に伝えたいという、表現者とし
てのランナーの姿がありました。

もう一つのオリンピック、
デフリンピック目指して

銅メダル獲得！

■ 陸上競技部
第29回南部忠平記念陸上競技会
[男子三段跳] 優勝 山下航平 (体育4) 

U20世界陸上競技選手権大会
[男子4×100ｍR] 2位 2走／山下潤 (体育1)  (U20アジア記録タイ) 

秩父宮賜杯 第56回実業団・学生対抗陸上競技大会
[女子ハンマー投] 優勝 勝山眸美 (体育4) 

天皇賜盃第85回日本学生陸上競技対校選手権大会
[男子砲丸投] 2位 森下大地 (体育4)
[男子4×100ｍR] 2位 金森和貴 (体育4)、山下潤 (体育1)、
東田旺洋 (体育3)、魚里勇介 (体育4)  
[女子棒高跳び] 2位 若園茜 (体育2)  
[女子ハンマー投] 優勝 勝山眸美 (体育4)  
[女子円盤投] 優勝 辻川美乃利 (体育3)  

■バドミントン部
第4回全日本学生バドミントンミックスダブルス選手権大会
優勝 安田美空 (体育1) 

2016年度関東大学バドミントン秋季リーグ
[男子2部] 優勝 (入れ替え戦進出) 
[男子2部最優秀選手] 馬場湧生 (体育3)
[女子1部] 優勝
[女子1部最優秀選手] 安田美空 (体育1)

第59回東日本バドミントン選手権大会
女子団体優勝  

■体操競技部
第70回全日本学生体操競技選手権大会 
[男子団体] 総合3位  [女子団体] 総合2位

■ 柔道部
第58回全国国立大学柔道優勝大会 優勝
 [最優秀選手賞] 大橋賢人 (体育 3)

全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 
[60kg級] 3位 宮川太暉 (体育3)  
[66kg級] 2位 田川兼三（体育2） 
[81kg級] 優勝 佐々木健志 (体育2)  
[100kg超級] 3位 上野翔平 (体育1)  

■水泳部
第92回 日本学生選手権 水泳競技大会(競泳)
[男子400m個人メドレーB決勝] 2位 瀬戸吟次 (体育4)  
[男子400mフリーリレーB決勝] 2位 三浦遼 (体育3)、石井亨 (体育3)、
山田泰也 (体育2)、浦瑠一朗 (体育4)  
[女子100m自由形B決勝] 優勝 岸本梨沙 (体育1) 

JAPAN WATER POLO LEAGUE 2016  2位

第92回 日本学生選手権水泳競技大会(水球) 準優勝

競技成績・各種発表・コンテスト結果

第３回世界ろう者陸上競技選手権
男子4×100mリレー

専 門 種 目 は 短 距 離（100ｍ）、
2016ジャパンパラ陸上競技大
会では男子T60 100mで2位。
ベストタイムは100mが11秒
02、目標タイムは10秒70。

足立 祥史さん
あ だ ち

足立 祥史さん
よ し ふ み
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　来たる11月6日の夜、雙峰祭のフィナー
レ花火の前に「ゆめ花火」プロジェクトに
よる創作花火があがります。果物や笑顔な
どをモチーフとした優しい打ちあげ花火
は、附属病院の小児病棟に入院中の子ども
たちが描いた原画を元に製作するオリジナ
ル作品。活動は今年で6年目を迎えます。
　このプロジェクトを手がけるのは、学生
グループ「つくばけやきっず」と「筑波大学
花火研究会」です。医学群の１～３年生を
中心に30名ほどが活動するつくばけやきっ

ずは、資金調達と子どもたちとのデザイン
作成、打ちあげ当日の子どもたちとの遊び
や観覧への誘導を行います。花火業者と花
火を製作し、打ちあげの手配を担当するの
は筑波大学花火研究会です。プロジェクト
では、学外公募や本学社会貢献プロジェク
トの助成のほか、筑波フューチャーファン
ディング（※）でつくばけやきっずへの協力を
呼びかけています。
　入院中の子どもたちには、感染症のリス
クや気温変化などに対する繊細な配慮が必
要です。屋外での観覧はもちろん、数百メー
トルの屋外移動もできません。昨年はバス
で病棟から移動して、観覧用に準備した教
室で窓ガラス越しに夜空を見つめました。
　「当日は雨が降っていて、ぎりぎりまで打
ちあげられるかどうかわかりませんでした。
でもみんなの描いた絵が夜空で花火になる
と子どもや家族から歓声があがりました。
窓いっぱいの夜空に広がる花火は迫力満点
でした」と語るのは、つくばけやきっず代表
の小林智美さん。小林さんは先輩から受け
継いだ言葉を胸に活動を続けます。「病院
には、それぞれのプロフェッショナルがい
ます。病気は医者、看護は看護師、病児保
育のプロもいます。私たちは病院に関わる
者としてはアマチュアですが、学生の私た
ちだからこそできること、それは外の世界
のワクワクやドキドキを病棟の子どもたち

に届けることだと思います。」
　同じくメンバーの與那覇亜美さんは、活
動に参加する前は、病気を抱えた幼い子と
接するのが怖かったそうです。ところが、
昨年の「ゆめ花火」の運営に携わって、その
苦手意識は消えました。「病気を抱えてい
ても子どもたちは楽しいと笑顔になります。
ご家族は力強く明るいんです。一緒に花火
を見て、教室が温かい雰囲気に包まれたと
き、私が思い込みだけで壁を作っていたん
だと気づきました」と語ってくれました。
　「ゆめ花火」では、普段、まったく活動形
態の異なる複数の団体がコラボレーション
します。病棟の子どもたちの夢と一緒に、筑
波大学生の夢ものせて、夜空に花ひらけ！

病棟の子どもたちが
わくわくしながら
見上げる夜空

「 ゆめ花火 」

つくばけやきっず

■体操部 (ラート）
第12回世界ラート競技選手権大会 2位
[男子個人総合] 2位 田村元延 (院3年) 
[男子跳躍部門] 優勝 田村元延 (院3年) 

第12回全日本学生ラート選手権大会 2位
[男子直転] 優勝 森本修多 (体育4)  
[女子個人総合] 2位 瓜兼汐里 (体育2) 
[女子直転] 2位 渡辺理沙 (体育3)  
[女子斜転] 2位 瓜兼汐里 (体育2)  
[女子跳躍] 優勝 瓜兼汐里 (体育2) 

■ダンス部
ART.M in富山
[松本千代栄賞受賞] 天野絵美 (体育3)  作品「fruity」
[審査員賞受賞] 中谷眞弓 (体育2) 作品「mirage」

■サイクリング部
全日本学生RCS第5戦・WANGANサイクルフェスティバル
湾岸クリテリウム 
女子優勝 梶原悠未 (体育1) 

■硬式野球部
第65回関東甲信越大学体育大会 準優勝

■女子バレーボール部
第35回東日本バレーボール大学選手権大会 準優勝

■硬式テニス部
平成28年度全日本学生テニス選手権大会
[女子ダブルス] 準優勝 米原実令 (体育3)・森崎可南子 (体育2)ペア 

■男子アイスホッケー部
平成28年度関東国公立大学アイスホッケー大会 優勝
   

■弓道部
第65回関東甲信越体育大会
[男子団体] 準優勝　　[女子団体] 準優勝

■オリエンテーリング部
2016年度 日本学生オリエンテーリング選手権大会
関東地区代表選手選考会 (ロングセレ)
[新人クラス] 1位 MF 内山悠真 (芸術1)、2位 WF 増澤すず (比文1)  

第5回アジアオリエンテーリング選手権大会
[リレー競技] 3位 山岸夏希 (体育2) ※日本代表

■なわとび
World Rope Skipping Championships 2016
[団体戦シングルロープチームフリースタイル部門] 優勝 藤田惇平 (理工1) 
※日本代表チーム所属

ちあげられるかどうかわかりませんでした。
でもみんなの描いた絵が夜空で花火になる
と子どもや家族から歓声があがりました。
窓いっぱいの夜空に広がる花火は迫力満点
でした」と語るのは、つくばけやきっず代表
の小林智美さん。小林さんは先輩から受け
継いだ言葉を胸に活動を続けます。「病院

医学群医学類5年
小林 智美さん

医学群看護学類4年
與那覇 亜美さん

（※）筑波フューチャーファンディング
起業・社会活動を行う筑波大学の学生・教員・卒業生等に
対しクラウドファンディングの仕組みを通じて活動資金を
募る。また、ファンドレイジングを通じて、学生の事業構
想力・発表力・論理力等を育成し、教育効果を図ることも
併せて目的としている。主催は本学OBらが中心となって
設立した一般社団法人筑波フューチャーファンディング。
https://www.tff.or.jp/
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国
民
の
義
務
？

大
人
は
３
週
間
の
お
休
み

　

夏
は
国
民
み
ん
な
が
一
番
楽
し
み
に
し
て
い

る
季
節
で
す
。ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は「F

ellesferie

」

と
い
う
休
暇
制
度
が
あ
り
、
法
律
で
労
働
者
は
６

月
１
日
か
ら
９
月
30
日
の
間
に
連
続
し
て
３
週

間
の
休
み
を
取
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
に
あ
わ
せ
て
、
普
段
は
働

い
て
い
る
両
親
も
休
暇
を
申
請
し
、
家
族
一
緒
に

バ
カ
ン
ス
を
過
ご
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も

た
ち
に
は
、
夏
の
宿
題
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
！

森
の
別
荘
で
過
ご
す

何
も
し
な
い
特
別
な
時
間

　

10
月
に
も
1
週
間
の
秋
休
み
が
あ
り
ま
す
。
８

月
か
ら
新
学
期
が
始
ま
っ
て
、
緊
張
続
き
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
待
ち
遠
し
い
お
休
み
で
す
。

　

森
が
豊
か
に
彩
ら
れ
る
秋
休
み
は
山
の
別
荘
で

過
ご
し
ま
す
。
日
本
で
別
荘
と
い
う
と
贅
沢
な
響

き
が
あ
り
ま
す
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
は
み
ん
な
山

小
屋
が
大
好
き
で
、
自
宅
と
は
別
に
森
に
小
さ
な

山
小
屋
を
持
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

木
造
の
簡
素
な
造
り
で
、
シ
ャ
ワ
ー
や
ト
イ
レ
は

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

家
族
や
親
し
い
友
人
と
一
緒
に
、
散
歩
を
し
た

り
、
ス
ト
ー
ブ
に
薪
を
く
べ
た
り
、
た
く
さ
ん
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
特
別
な
こ
と
は
何
も
し
な

い
ひ
と
と
き
は
、
心
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

家
庭
料
理
は
お
刺
身
と
パ
ン

　

母
が
日
本
人
な
の
で
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
い
た
こ

ろ
か
ら
和
食
に
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。
日
本
に
来

て
、
や
っ
ぱ
り
母
の
日
本
食
は
本
物
だ
っ
た
な
と

思
い
ま
す
。
食
文
化
の
違
い
で
困
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
故
郷
の
味
が
恋
し
い
の
も
確
か
で

す
。
特
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
サ
ー
モ
ン
と
パ
ン
。

　

新
鮮
な
サ
ー
モ
ン
が
手
に
入
る
と
、
母
が
さ
ば

い
て
お
刺
身
に
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年

は
日
本
食
ブ
ー
ム
が
進
ん
で
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
も

ス
ー
パ
ー
で
刺
身
が
買
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
身
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
味
が
濃
厚
な
ノ
ル

ウ
ェ
ー
サ
ー
モ
ン
の
刺
身
は
、
私
に
と
っ
て
日
本

と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
い
い
と
こ
ろ
を
凝
縮
し
た
ソ

ウ
ル
フ
ー
ド
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
パ
ン
。
日
本
人
が
海
外
で
お
米
が
恋

し
く
な
る
よ
う
に
、
い
つ
も
食
べ
て
い
た
パ
ン

の
味
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
帰
省
す
る
と
き
に
は

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
詰
め
込
ん
で
、
入
る
だ
け
持
ち

帰
っ
て
き
ま
す
。
冷
凍
し
て
少
し
ず
つ
大
事
に
、

食
べ
て
い
ま
す
。

い
い
ヘ
ラ
ジ
カ
が
入
っ
た
よ
！

　

秋
に
は
、
知
り
合
い
の
つ
て
で
ト
ナ
カ
イ
や
ヘ

ラ
ジ
カ
の
肉
を
も
ら
っ
て
き
ま
す
。
う
ま
い
具
合

に
毎
年
、
近
所
の
誰
か
が「
い
い
ヘ
ラ
ジ
カ
肉
が

あ
る
よ
」と
調
達
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
を

母
が
シ
チ
ュ
ー
や
グ
リ
ル
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

独
立
記
念
日
と
ク
リ
ス
マ
ス
は
お
祭
り
色
が
豊

か
な
の
で
、「
今
だ
け
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
居
ら
れ
た

ら
」と
思
い
な
が
ら
大
学
の
テ
ス
ト
や
レ
ポ
ー
ト

に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
も
大
丈
夫
。
大
学
時
代
は
短
い
か
ら
、
日
本

の
生
活
を
目
い
っ
ぱ
い
満
喫
し
ま
す
。

大好きな父

海の上、風が最高に心地よい

秋休み、犬と野山散策 サーモンといえばこの感じです バルコニーで ランチ！

CH/visit no r way. com

フィヨルドにかかる虹 ヨットクラブのみんなでホットドックパーティ山小屋は休日のリビングルーム

Te r je Rakke/Nordic Life AS - Visi t norway. com.
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母
の
祖
国
日
本
に
暮
ら
す
こ
と
が
夢
で
し
た

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
父
と
日
本
人
の
母
の
元
に

生
ま
れ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
近
郊
に
あ
る
ア

ス
ケ
ル
と
い
う
街
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。「
い

つ
か
母
の
祖
国
、
日
本
で
生
活
を
し
た
い
」
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
大
学
生
に
な
る
の
を
機
に
Ｇ

30
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
本
学
に
進
学
し
、
現
在
は
国
際

総
合
学
類
３
年
で
経
営
人
類
学
の
ゼ
ミ
に
入
っ

て
い
ま
す
。
つ
く
ば
で
の
生
活
は
と
て
も
充
実
し

て
い
ま
す
が
、
夏
と
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
は
、

故
郷
と
家
族
を
想
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

ヨ
ッ
ト
と
フ
ィ
ヨ
ル
ド

は
か
な
い
夏
の
贅
沢

　

北
欧
に
位
置
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
夏
は
６

月
の
半
ば
か
ら
７
月
の
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
の
わ
ず

か
１
か
月
余
り
。
日
本
の
よ
う
に
気
温
が
30
℃
を

超
え
る
日
は
１
、２
日
あ
る
か
な
い
か
で
、
25
℃

程
度
の
過
ご
し
や
す
い
気
候
で
す
。
ま
ぶ
た
を
閉

じ
れ
ば
自
宅
の
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
眼
前
に
広
が
る

フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
風
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

私
は
幼
い
こ
ろ
に
地
域
の
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
で

セ
ー
リ
ン
グ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

が
所
有
し
て
い
る
古
い
セ
ー
ル
ボ
ー
ト
に
乗
っ

て
、
ヨ
ッ
ト
を
操
る
父
と
一
緒
に
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を

セ
ー
リ
ン
グ
し
ま
す
。
夏
の
日
差
し
に
キ
ラ
キ
ラ

輝
く
水
面
と
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
緑
は
と
て
も
き
れ
い

で
す
。
ア
ス
ケ
ル
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の

端
に
位
置
し
、
こ
こ
か
ら
ぐ
る
っ
と
北
欧
の
フ
ィ

ヨ
ル
ド
を
周
遊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　　

　

そ
う
そ
う
、
セ
ー
リ
ン
グ
の
時
に
は
釣
竿
も
忘

れ
ま
せ
ん
。
支
流
で
は
大
物
の
サ
バ
を
釣
り
上
げ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

所属 : 社会・国際学群　国際総合学類　3年
趣味：散歩、読書、旅行

Gylseth Mai Masuda さん
ギ ル セ ッ ト ・ マ イ ・ マ ス ダ

本学には、100 を超える国から、約 3 千人の留学生が訪れています。
このコーナーでは、本学の留学生から、出身国の自慢の場所や風景、

食べ物など、多岐にわたって紹介していただきます。

ノルウェー王国

 
 

◉ベルゲンベルゲン
◉オスロオスロ

◉アスケルアスケル

◉ネーロイフィヨルドネーロイフィヨルド
◉アウルランフィヨルドアウルランフィヨルド

大好きな父

海の上、風が最高に心地よい

街のヨットハーバーからの眺め友人とヨットハーバーにてバルコニーで ランチ！ 15



9 月 16 日から 20 日の
5 日間、台湾文化ウィー
クが筑波大学サテライ
トオフィス他で開催さ
れました。

台 湾 文 化 ウ ィ ー ク
は、筑波大学が国際化
の推進のために開催し

ている、海外文化ウィークの第二弾となります。今回は、本学の
台湾オフィスが昨年より本格稼働を開始したことに鑑み、市民の
皆様にも台湾への理解を深め、その文化を楽しんでいただけるイ
ベントとして企画しました。オープニングでも振る舞われた国立
台湾大学ブランドの凍頂烏龍茶の試飲、台湾名物のパイナップル
ケーキの試食には連日たくさんの人々が訪れ、お茶の香りを楽し
みながら、台湾の写真や、台湾人留学生による書や絵画、台湾の
大学、企業の展示など、台湾の文化に親しみました。

展示以外にも、2つの市民講座「知られざる台湾」、「台湾語講
座」及び、台湾に造詣の深い直木賞作家・乃南アサ氏によるトー
クショー、台湾の新興閣掌中劇団による人形劇、関東地域台湾人
医師団体による台湾の歌の合唱と、多岐にわたるイベントが行わ
れ、その全てが満席となる盛況ぶりでした。

今年も、本学ならびに筑波研究学園都市における最新研究の
ショーケースたることを目標に掲げる「Tsukuba Global Science 
Week (TGSW) 」が、9 月 17 日から 19 日までの 3 日間、世界 33 か
国、113 機関からの発表者と、実数で 1 ,500 人を超す来場者を迎え、
つくば国際会議場にて開催されました。

社会貢献や外部資金獲得、国際的レピュテーションの強化への
多面的な要請の高まりから、独立性の高い大学にとっても、産業
界および政府系の研究機関といかに連携し、シナジーを高めてい
くかが喫緊の課題となっています。そこで TGSW 2016 では、「 産
官学連携とイノベーション 」を全体テーマとして設定し、国際産
学連携本部主催による、次世代社会・産業とオープンイノベー
ションを扱うメインセッションを実施しました。また、本学だけ

筑波大学海外文化ウィーク
第二弾 台湾文化ウィーク開催

TGSW 2016

台湾文化ウィークには、期間中延べ1 , 500人以上
が来場し、多くの方に台湾の魅力を味わっていた
だける大変良い機会となりました。

でなく、物質・材料研究機構（NIMS ）や、本学の重
要な協定校のひとつであるボルドー大学主催によ
るセッションを含め、過去最大の規模となる 40 を
越えるセッションが実施され、いずれも盛況のう
ちに幕を閉じました。

初日となる 9 月 17 日のオープニングセッショ
ンでは、Alzheimer ’s Research UK から 50 億円
近い財政支援を受け、産学連携によるアルツハイ
マー病および認知症治療の研究を指揮する John 
Davis 博士（ オックスフォード大学 ）の特別講演が
200 人を超える聴衆の前で行われました。続いて
行われた国際産学連携本部主催によるメインセッ
ションでは、まず原山優子氏（ 内閣府総合科学技
術・イノベーション会議議員 ）および D. Winwood

サンパウロ大学、マレーシア日本国際工科院との調印式

TSUKUBA COMMUNICATIONS16 TSUKUBA COMMUNICATIONS



氏（ 米国技術移転マネージメント協会会長 ）のお二人か
ら Society 5 . 0 を含む日米における産官学連携とイノベー
ションへの取組について基調講演があり、その後、休憩を
挟んで午後からは「 国際産学連携とイノベーション 」と「 次
世代産業・社会を切り拓くオープンイノベーション 」をテー
マとしたふたつのセッションが実施されました。

第1セッションでは、本学を代表するベンチャー企業で
あるサイバーダイン社の山海嘉之教授、フィリップスの基
礎研究を担うアイントホーヘン工科大学のA.Brombacher
教授、世界最大の創薬会社であるファイザーの瀬尾亨博士
ら、そうそうたるメンバーをパネリストに迎え、産学連携
をベースにしたイノベーションについてエキサイティング
な議論が展開されました。続く第2セッションでは、国家（エ
ストニア）、都市（ストラスブール）、産業（GE：インダス

トリアルインターネット）、大学（筑波大学）といった多岐
にわたる先進的な事例を中心に次世代のオープンイノベー
ションについて議論が行われ、それぞれの取組の進歩性が
大きな反響を呼びました。

また、昨年に引き続き、つくばの地に結集した研究者コ
ミュニティによる地球規模課題の克服への決意、ならびに
多様性や平等の尊重、次世代の研究者育成に対する誓いを

「 TSUKUBA 宣言 2016 」として公表しました。
次回TGSW2017は2017年9月

25日～27日の3日間、「Science 
for Social Innovations 」を メ
インテーマとして開催予定で
す。

筑波大学の学園祭「 雙峰祭 」の一環として行われる芸術祭を
PR することを目的として、ライブペインティングと学群紹介
の展示が行われました。絵が徐々に完成されていく様子を、
道行く人々が足を止めて興味深そうにご覧になっていまし
た。ライブペインティングで描かれた絵はしばらくの間サテ
ライトオフィスに展示され、空間に彩りを添えてくれました。

本学在学生やＯＢ・ＯＧ等が選手として出場するのを記念して、選
手のパネルやサイン等の展示を行いました。これからスポーツ選
手を志すかもしれない子ども達や、出場選手と同年代の学生達、仕
事終わりのサラリーマンなど、様々な世代の多くの方が関心を寄せ
てご覧になっていました。約１ヶ月間の展示期間中、迫力ある選手
達の闘志あふれる姿が写るパネルでサテライトオフィスが華やぎ
ました。
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フジテレビが実施する高校生限定の脚本募集企画「ドラマ甲
子園」で、筑波大学附属駒場高等学校3年生の佐藤孝樹さんの作
品「変身」が見事、大賞を受賞しました。初めて書いた脚本での
受賞。さらに、佐藤さん自身が監督・演出も手がけ、附属駒場高
校（筑駒）をロケ地に、テレビドラマとして撮影が行われました。

受賞作「変身」は、それまでの冴えない自分から抜け出そうと
心機一転、ルックスを変えて高校デビューした男子が、恋愛や友
情を経験しながら、本当に大切なのは見た目ではないことに気
づいていく成長の物語です。男子校の筑駒に通う佐藤さん。女の
子と接する機会は滅多にありません。妄想と願望をストーリー
に込めたそうです。

撮影には、夏休み中の校舎が使われました。女子はもちろん、
制服姿も普段の筑駒では見られない光景です。偶然通りがかっ
た筑駒生たちも興味津々の様子。そんな中、佐藤さんは、初めて
とは思えない堂々とした監督ぶりで、入念にモニターをのぞき
込んで演技をチェックします。シーンによっては、何度もやり直
しをするこだわりようです。自分の脚本が、大勢のプロのドラマ
製作スタッフと同世代の俳優たちによって、具体的に形作られ
ていく緻密なプロセスとその高揚感を存分に楽しんでいるよう
でした。

撮影快調！
ドラマ甲子園大賞受賞作品

「変身」、まもなくオンエア
附属駒場高校3年 
佐藤孝樹さんが初監督に挑戦

高校3年生の夏といえば、普通は受験勉強の真っ最中
ですが、「筑駒では、どの生徒も名物行事の文化祭に全力
投球します。本格的な受験勉強はその後、高3の冬から
始まるんです」とは副校長の濱本先生の弁。佐藤さんも
例外ではありません。将来は、監督や演出など、何らか
の形でメディア制作に関わる仕事に就きたいと考えてい
ますが、当面の進路としては法学部が志望です。この撮
影が終わったら、次の作品ではなく受験に向けて気持ち
をリセットすると、きっぱりと言い切りました。

今回撮影したドラマ「変身」は、10月19日（水）午後
10時30分～11時30分、CS放送フジテレビTWOドラマ・
アニメにて放映予定です。監督のイチオシは、ヒロイン
の妄想シーンだとか。自信がない、としきりに言いなが
らも、面白いはずだからぜひ見て欲しいと語る表情には
大いに期待できそうです。

写真提供:フジテレビ
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7月27日～29日、本学附属学校群の児童・生徒が黒姫高原
（長野県）で2泊3日の共同生活を行いました。小学生から
高校生まで、様々な障害のある児童・生徒を含む子どもたち
が、共同生活とアダプテッドスポーツなどを通して多彩な
交流活動を展開し、心のバリアフリーに対する意識の向上
を図るとともに、個性の尊重と
伸張を目指すことが目的です。2
回目の実施となる今年度は、附
属学校11校中8校から73名の児
童・生徒が参加しました。

3日間という短い期間の中で、さまざまな活動が行われまし
た。初日はあいにくの天気となってしまいましたが、現地に到
着すると、班ごとに分かれてカレー、クリームシチュー、ポト
フから２つを選んで、夕食を作りました。

2日目は盛りだくさん！大塚特別支援学校と附属小学校の児

黒姫高原共同生活

童・生徒がリードする「ラジオ体操第一“イングリッシュバー
ジョン”」からスタート。それから、「森のアドベンチャー」と称
した、黒姫高原の自然を堪能する散策に出かけました。途中で
は流れる小川にも入って、みんな大はしゃぎ。続いて、「アイス
クリーム作り」と「思い出の作品作り」の2つのものづくり企画
です。黒姫高原の牧場でとれた搾りたて牛乳で、卵を使わない
アイスクリーム作りに挑戦。また、黒姫山麓の森林の中で育っ
た木の枝や実を使って、フォトフレームやドアプレート作りに
も取り組み、それぞれ思い思いの作品が仕上がり、満足気でし
た。共同生活最後の夜はキャンドルファイヤーと花火を中心に、
みんなでゲームや合唱に興じたり、各学校の出し物を披露しま
した。

最終日は「野尻湖ナウマンゾウ博物館」へ。学芸員の丁寧な
説明に、児童・生徒たちは興味津々です。化石の骨や歯に直接
触りながら、館内を見学しました。そして、楽しいバスレクと
ともに帰路につきました。

たくさんの保護者と職員の笑顔に迎えられ、全員無事に戻っ
てきました。互いにかけがえのない存在であることを感じ取っ
て、3日間の共同生活は幕を閉じました。
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リオデジャネイロオリンピック・
パラリンピックで、本学および附属校など
在校生・卒業生が活躍。
あわせて銀メダル3個、銅メダル5個！！

木村選手とコーチの寺西先生（附属視覚特別支援学校）　写真：日刊スポーツ／アフロ

岡村選手　写真：日刊スポーツ／アフロ

廣瀬選手　写真：伊藤真吾／アフロ山田選手　写真：日刊スポーツ／アフロ
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受 賞
Ａｗａｒｄ s　ａｎｄ　Ｐｒｉｚｅｓ

▼情報知識学会
　学生奨励賞

 青山 優里彩さん

▼第８回全国学生能楽コンクール　
　中日新聞社賞

筑波能・狂言研究会

▼第29回全日本高校・大学ダンス
　フェスティバル（神戸） 文部科学大臣賞

ダンス部

▶ 
2016年度

全国英語教育
学会・学会賞

（学術奨励賞）

多田 豪さん

受 賞 名 受 賞 者 所 属
平成27年度電子情報通信学会論文賞

塩川浩昭助教 計算科学研究センター
2015年度日本データベース学会論文賞

日本認知症ケア学会平成28年度石崎賞 河野禎之助教
ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセン
ターダイバーシティ部門

第18回守田科学研究奨励賞 柴小菊助教 生命環境系、下田臨海実験センター

Diploma and I.S. Babchin's named medal
(for interesting oral paper in the frames of the 5 th
Russian-Japanese Neurosurgical Symposium)

ZABORONOK ALEXANDER病院講師 附属病院国際医療センター

茨城県常総市より感謝状
(平成27年９月に発生した関東・東北豪雨災害により被災した方々及び被災地
のために本学教職員が行った様々な支援について）

筑波大学

ICCSA 2016 NVIDIA Best Paper Award 高橋大介教授 計算科学研究センター　

ドイツ・イノベーション・アワード　ゴットフリード・ワグネル賞 2016 所裕子准教授 数理物質系

East Asia Planning History Prize of the International 
Planning History Society 松原康介准教授 システム情報系　 

Leadership & Visionary Award 西川博昭教授
学術情報担当副学長、附属図書館長、
システム情報系

2016年度日本植物細胞分子生物学会奨励賞 有泉亨准教授 生命環境系、遺伝子実験センター

教 職 員

受 賞 名 受 賞 者（ 所 属・学 年 ） 指 導 教 員

情報知識学会 学生奨励賞
 青山優里彩

（図書館情報メディア研究科図書館情報メ
ディア専攻博士前期1年）

宇陀則彦准教授（図書館情報メディア系）
松村敦助教（図書館情報メディア系）

情報メディア学会第15回研究大会最優秀ポスター賞
松山麻珠

（図書館情報メディア研究科図書館情報メ
ディア専攻博士前期2年）

池内淳准教授（図書館情報メディア系、知的コミュ
ニティ基盤センター）

財団法人日本英語検定協会
第29回（2016年）英検研究助成研究部門入選 多田豪

（人文社会科学研究科現代語・現代文化専
攻博士前期2年）

卯城祐司教授（人文社会系）

2016年度全国英語教育学会・学会賞（学術奨励賞）

SIGGRAPH 2016 ACM Student Research Competition 橋爪智
（情報学群情報メディア創成学類4 年） 落合陽一助教（図書館情報メディア系）

2016年度統計関連学会連合大会　優秀報告賞 中山優吾
（数理物質科学研究科数学専攻博士前期2年） 青嶋誠教授（数理物質系）

第８回全国学生能楽コンクール中日新聞社賞 筑波能・狂言研究会 大倉浩教授（人文社会系）

第29回全日本高校・大学ダンスフェスティバル（神戸）　
文部科学大臣賞（最高位）

ダンス部 寺山由美准教授（体育系）

学 生・大 学 院 生

※所属・職名・学年は受賞時
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筑 波 大 学 校 友 会

【筑波大学紫峰会基金運営委員会】

　6 月 22 日に筑波大学紫峰会基金運営委員会が開催
され、平成 28 年度紫峰会基金の予算案が承認され
ました。紫峰会から引き継いだ、第 1 回目の会議は、
保護者の代表、学生の代表等を含めた委員により活
発な議論が行われ、紫峰会時代より、学生の支援が
400 万円増額されました。

【スーツの割引サービス】

　平成 28 年度から、学生、教職員の皆様の福利厚
生を目的に、紳士服の大手４社と契約を結び、通常
の割引価格から更に 10％を割り引いた価格でスー
ツ等をご購入いただけるようになりました。就職活
動、成人式等にご活用ください。
　また、今回の契約では、売上げの一部を事務手数
料として、大学側に入る仕組みを作り、学生の皆様
の支援等に支出する予定ですので、是非、ご利用い
ただけましたら幸いです。

収入の部
勘定科目 金額 摘要

寄付金収入 89 ,794 ,858 （見込み）
45 ,000 ,000 平成28年度紫峰会基金寄付金（見込み）
44 ,794 ,858 紫峰会からの移行資産（見込み）

前期繰越収支差額 0 
収入合計（A） 89 ,794 ,858 
支出の部

勘定科目 金額 摘要
職員人件費 4,100 ,800 非常勤職員給与（1名分）、非常勤法定福利費、雑給与
複写機借料・その他借料 754 ,848 印刷機、複合機、製本機リース料
複写機保守費・その他保守費 1,768 ,564 印刷機、複合機、製本機、大判ﾌﾟﾘﾝﾀ、ﾗﾐﾈｰﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽ、保守料

印刷製本費 6,000 ,000 「紫峰の風」関係印刷、紫峰会基金納入促進関係印刷、
課外活動資料室関係印刷等

郵便料 3,948 ,000 「紫峰の風」等送付・メール便
奨学費 27 ,150 ,000 紫峰会基金援助金

3 ,550 , 000 課外教育行事援助金（学園祭等）
20 ,500 , 000 課外活動団体援助金（一般・団体援助金等）
2 ,800 , 000 特別援助金（海外遠征・後援事業等）
100 ,000 組織助成金
100 ,000 育成指導補助給付
100 ,000 記念品特別支給

消耗品費 200 ,000 「紫峰の風」送付用消耗品、紫峰会基金事業消耗品等
雑費 400 ,000 紫峰会基金寄附金収納手数料等
予備費 677 ,788 
支出合計（B） 45 ,000 ,000 
収支差額（A-B） 44 ,794 ,858 
次期繰越収支差額 44 ,794 ,858 

紫峰会基金　筑波大学学生支援事業
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茗渓会学生活動支援事業　助成金320万円を交付！

　去る７月８日、学生活動支援事業選考委員会（委員長 西川潔副理事長）が開催さ
れ、24件の申請のうち「箱根駅伝復活プロジェクト」などを含む21件が採択されま
した（表参照）。これを受けて、同月21日、江田昌佑理事長から永田恭介学長へ寄
附金の贈呈式が行われ、翌22日には、玉川信一副学長の臨席のもと、採択された団
体への助成金交付式が行われました。参列した学生は、「大切に使います」と、思い
を新たにしていました。
　茗渓会から筑波大学へは、毎年800万円近くを支援していますが、その４割程度
を占めるのがこの学生活動支援事業です。今回は、申請団体が増え、支援総額で当
初予算300万円を20万円ほど超えるものとなりましたが、徐々にこの事業が学内に浸透してきた結果であり、むしろ同窓会本来の活
動として、ますますの充実が期待されています。また、残念ながら採択されなかった団体はいずれも工学系で、ある選考委員は、「社
会や大学との関係という点での見せ方や申請書の書き方などに工夫がほしい」と解説していました。

平成28年度茗渓会追悼のつどい

　この1年間に亡くなられた茗渓会員を偲び、9月3日に追悼のつどいが開催されました。つどいでは、学長代理として臨席された
稲垣敏之副学長が「（諸先輩は）近代教育の普及と学問の確立に向け新たな道を拓き、邁進してこられました。その新たなものに挑戦す
るという志は、今も引き継がれております」と挨拶されました。亡くなられた諸先輩に対し感謝の念をもってご冥福をお祈りします。

茗渓会学生活動支援事業（県人会特別枠）随時受付中

　茗渓会には、都道府県ごとに会員の組織があり活動しています。その地元出身の学生の活躍や U ターンを願う思いを受けて、同
郷を縁とするつながりを深める学生の活動を応援しています。現在、学生が大学内・外の同郷人と交流等を行う団体＝県人会等の
活動に対し、年度毎に 1 団体最大 3 万円の支援を行っています。

前回
申請 団体等名称 対象事業 支援額

（千円）

1 新規 天文研究会 次世代光学式プラネタリウム投影機の開発 100
2 H27 オリエンテーリング部 第36回筑波大学オリエンテーリング大会 60

3 H27 ライフセービング部 茨城県鉾田市大竹海岸海水浴場監視救助業務の安全性の向上
（鉾田市役所から4 , 300 , 000） 200

4 H27 応援部WINS
体育会所属団体の応援活動、スポーツデーなどの学内行事の広報活動、つくばマラソンなどつくば市内
の行事の応援活動 250

5 H27 管弦楽団 筑波大学管弦楽団第80回定期演奏会　　 210
6 H24 吹奏楽団 筑波大学吹奏楽団第76回定期演奏会 130

7 H27 Realjam
ストリートダンスを通して地域に根差したイベント（まつりつくばなど）や学園祭やダンスイベントな
どの出演、運営などの活動 140

8 H27 つくばろぼっとサークル ロボットコンテスト参加に向けた活動およびメンバー間による技術交流 70
9 H27 学び場さくら塾 学び場さくら塾 70
10 H27 HSCaT 学内（教育･研究棟周辺および宿舎敷地内）に生息する猫の保護・管理及びTNR(避妊・去勢手術）活動 130
11 H27 筑波学生文芸賞運営委員会 筑波学生文芸賞運営委員会 50
12 新規 ジャズ楽団 筑波大学Neopolis BIGBAND 1 st Recital 140
13 H27 平成28年度筑波大学学園祭実行委員会 第42回筑波大学学園祭「雙峰祭」 500
14 H27 つくば院生ネットワーク リサーチユニット誕生プロジェクトを軸とした科学/異分野コミュニケーションの促進 110
15 H27 ふるさとつくば ゆいまつり 実行委員会 第6回ふるさとつくば　ゆいまつり（協賛金等500 , 000） 270
16 H27 食と酒 東北祭り実行委員会 第3回食と酒 東北祭り（協賛金427 , 960） 110
17 新規 筑波大学スポーツ･デー学生委員会OBOG会 筑波大学スポーツ・デー40周年記念式典及び記念誌作成 40
18 新規 筑波大学陸上競技部駅伝チーム 筑波大学箱根駅伝復活プロジェクト 320
19 新規 香風寮学習ボランティア 児童養護施設における学習ボランティア活動 150
20 新規 つくばミュージックプロジェクト 筑波大学学園祭ライブ2016プロジェクト 50
21 新規 盆踊りプロジェクト -盆LIVE- 盆踊りプロジェクト -盆LIVE- (T-ACT承認企画） 100

総　　額 3 , 200

2016年学生活動支援事業交付式

茗渓会　筑波大学同窓会を母体とする一般社団法人
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ツクバ でツナガるリレ　エッセイ

附属聴覚特別支援学校

研究活動で長期休業中、よく沖縄へ行き

ます。研究の合間に沖縄の海を見たり、

高台の首里城へ行ったり、沖縄の高速道

路を走ると、心が晴れ晴れします。夜は

毎晩県庁前近くの食べ放題飲み放題の

お店に行きます。食べ放題飲み放題でも

3, 000円以下のお店が多いというのは

衝撃でした。私は「 鬼さん 」という店が

気に入っています。

沖縄ファンの私は、東京などでもよく沖縄料理

店に行きます。写真は、沖縄の小学校に研究に

かかわる授業に行った様子です。沖縄の子ども

たちも筑波の子どもたちと同じように、ステキ

な子どもたちでした。

山本 晃　さん

次回は、教育推進部教育推進課の篠原美智子さんです。
『 東京キャンパスでは沖縄出張、公開講座で大変お世話
になりました。とても頼りになる、みんなから絶大な信
頼を持たれる篠原さんです！』

NEXT

システム情報系准教授

エッセイ執筆と聞いて気軽に引き受けたが、テーマは家族や趣味

と聞いて驚く。困った。暴力団まがいの受信料徴収をする団体を

敵に回しているので家族の顔は晒せない。趣味も読書ぐらい。そ

ういえば、今年は読んだ本に著者のサインをいただく機会が２度

あった。これを自慢しちゃおう。１冊は青山繁晴さんの「 ぼくら

の祖国 」。もう１冊は須田桃子さんの「 捏造の科学者 」。お二人と

も 理 不 尽 な 圧 力 を 受 け

ながら、信念を貫いて仕

事 を さ れ て い る お 方 で

ある。こうした方々から

直 々 に サ イ ン を い た だ

くと勇気が湧く。私も脅

し に 怯 む こ と な く 前 に

進んで行きたい。

掛谷 英紀　さん

次回は、人文社会系准教授の海後宗男さんです。
『 ＮＰＯ法人の活動でご一緒させていただいております。
筑波大には珍しい（？）ダンディーな先生です 』

NEXT

英会話研修で一緒の高澤さんからバト

ンを頂きました産学連携企画課の太田

です。私の趣味についてご紹介します

が、英会話とは全く関係ございません

( 笑 )。かれこれ 4 年ほど、市民農園を

かりて半農生活をしており、週末はだ

いたい畑仕事です。その甲斐あってい

つも新鮮で生産者の顔（ この顔です ）

のわかるおいしい野菜を食べています。30 歳を過ぎて始めた趣

味ですが、自分の親世代の方々ともたくさんお友達になって、あ

りがたいお言葉を頂いたり、お酒をご一緒したりして楽しく菜園

生活をしています。何かを作る、何かを育てるってのは色んなこ

とが見えてくるし、わかってくるのでおすすめですよ。

太田 大輔　さん

産学連携部産学連携企画課

次回は、グローバル・コモンズ機構のCatberine Vivar 
Odaさんです。

『学内の英会話研修の恩師です。彼女だけが僕をトム・クルー
ズに似てると言ってくれます(笑)　Thanks Mrs. Oda!』

NEXT

生命環境系教授

調査で訪れる伊豆諸島には様々な食材がありますが、どうも一般受

けしにくいものがあります。それがクサヤです。クサヤはムロアジな

どを秘伝のクサヤ汁につけ、干物にして作られます。その味は良い

のですが、独特？の匂いのため敬遠されてしまうことがあります。そ

こで、以下のようなクサヤ初心者への進め方を考案しました。その

一、匂いを嗅がずにまず口に入れる。味は良いので、まずはおいし

いということを脳に叩き込むのです。その二、手についた匂いを嗅

がない。おいしさを覚えるま

で、匂いは 我 慢した方が 得

策です。そして、慣れてしま

えば、その匂いも癖になって

しまうという次第です。写真

は、伊豆諸島の青ヶ島での自

然観察会の様子です。

上條 隆志　さん

次回は、芸術系准教授の佐伯いく代さんです。
『佐伯先生は、同じ東京農工大学農学部出身で、自然保護寄
付講座の仕事を一緒にしています』

NEXT
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5000人を超す教職員がいる本学。
その中で生まれた人と人とのつながりを、8本のバトンが渡っていきます。

医学医療エリア支援室

筑波山の麓にあるハシバミという焼

き菓子のお店を紹介します。定番の

クッキーやマフィンももちろんおい

しいですが、キャロットケーキやい

とこパイ（ かぼちゃと小豆 ）、ズッ

キーニケーキなどの季節の素材を

使ったものがお薦めです。家庭的で

素朴な味わいや、飾らないお店の雰

囲気…すっかりファンになってしまいました。祖父母の家の近く

にあり、小さい頃に近くを散歩したことを思い出しながら、今日

は何があるかなぁとお店に向かうのも楽しい時間です。大学の近

くだと中央公園で開催される「 つくいち 」で販売していることも

あるので、気になる方はぜひ試してみてくださいね。

園城寺 仁美　さん

次回は、体育系教授の菊幸一さんです。
『東京キャンパスでお世話になりました。豪快な笑顔で気
さくに話しかけてくださり、いつも元気づけられました』

NEXT

数理物質系助教

職場の先生のお誘いで、今年の春からボルダリングを始めました。

東京オリンピックにも採用された、ロープなしで壁を登るスポー

ツです。市内のジムに週 1 ～ 2 回、2 時間ほど通っています。様々

な難易度のコースが設定されているので、少しずつレベルアップ

していくのが楽しいです。また、腕や体幹も刺激されるので、楽

しみながらトレーニングできる

ので一石二鳥といった感じです。

私はあまり運動神経が良くない

ので、細く長く続けていけたらと

思っています。見た目よりハード

なスポーツなので怪我もありま

すが、楽しくやっています！

山﨑 信哉　さん

次回は、生命環境系アイソトープ環境動態研究センター
准教授の古川純さんです。

『 紹介する友達の少ない私を救ってくれる男義あふれる
先生です。頼りになります 』

NEXT

私は、現在妊娠 10 ヶ月。数日後に予定

日を控えています。リレーエッセイの

お話をいただいた時は、『 既に産まれ

ているかも 』と期待を膨らませていま

したが、もう我が子ペースの生活が始

まっているらしく、全然産まれる気配

はありません。むしろ、近々の検診時の

様子ではお腹の中でノビノビしてまし

た（ 笑 ）。毎日お腹に向って、『 早く産ま

れておいで～皆待ってるよ 』と話しかけてはいますが、思ってい

る以上に私のお腹の中は居心地が良いようです。

出産後は経験した事のない怒涛の生活となる様な

ので、残りのマタニティライフを満喫し、我が子

の誕生を心待ちに過ごしたいと思います。

安保 由加　さん

病院総務部総務課

次回は、医学医療系講師の大原玲奈さんです。
『 主治医であり、3 人のお子様のママ。素敵な笑顔に妊娠
中もパワーを頂きました。先生の様なママが目標です 』

NEXT

※所属・職名は 2016 年 6 月現在

教育推進部教育機構支援課

1 年ほど前からゴルフを始めました。張り切って購入したゴルフ

クラブを使いこなすにはまだまだ実力が伴っていませんが、前部

署の上司はじめ多くの方々にご指導いただきながら、業務後や休

日に練習しています。最近、ようやく上達の兆しが見えてきたよ

うな気がします。同期の友人

を誘って打ちっ放しの練習場

やミニコースに行くようにも

なり、楽しみも広がってきま

したが、なんといっても一番

の楽しみは運動後のビールで

す。色々なことに手を伸ばし

ては飽きやすい性格ですが、

長続きする趣味になると良い

なと思っています。

志賀 辰哉　さん

次回は、学術情報部アカデミックサポート課の塩澤美咲さ
んです。

『スノーボードやバレーボール等、色々なところでご一緒
させていただいている、非常に活発な方です』

NEXT

生まれた
よ♥
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内容 出演本学関係者 放送局・番組（放送日）

1 リオ・パラリンピックに帯同医師として参加した羽田康司准教授のパラリンピック
にかける想いや意気込みなどを紹介

羽田康司准教授（医学医療系）
NHK総合
あなたが主役５０ボイス ～リオ・パラリン
ピックボイス～ (9.3)

2 リオ・パラリンピックから正式競技となったパラカヌーの瀬立モニカ選手の挑戦（リ
オ・オリンピック編）

瀬立モニカ(体専1年) TOKYO MX
カウントダウンTOKYO (9.19)

Media Appearances 本学関係の主な新聞掲載・テレビ放送一覧（7月～9月）

テレビ放送一覧

新聞記事一覧
記事内容 掲載本学関係者 掲載紙（掲載日）

1 寺田康彦准教授らは、コンパクトMRIを開発し、樹液の流れの可視化に世界で初めて成功。非破
壊計測できる利点を活かし樹木の通水阻害や果実のなり具合などの研究に活用できると期待 寺田康彦准教授（数理物質系） 東京（7.2）

2 ▽自転車：全日本学生選手権で、本学梶原悠未さんは女子500㍍TT、3000㍍個人追い抜き、
１万6000㍍ポイントレースの３種目優勝 梶原悠未(体専１年） 茨城（7.4）

3 7月13日に本学大学会館にて、リオ五輪・パラリンピックに出場する筑波大学関係者の壮行会
が盛大に行われた

永田恭介学長
永瀬貴規（OB　旭化成)
シャーフセイン・シャー（OB　パキスタン代表)
瀬立モニカ（体専１年）

毎日（7.14）
東京（7.16）

4 第57回国際数学五輪で日本代表として参加した本学附属駒場高の青木孔さんと、第47回国際
物理五輪で日本代表として参加した同校の福沢昂汰さんは、それぞれ金メダルを獲得した

青木孔（附属駒場高校3年）
福沢昂汰（附属駒場高校3年）

朝日・茨城（7.16）
朝日（7.18）

5 国内の陽子線治療施設で最も多く小児がん患者を受け入れている本学附属病院は地元不動産施
設と連携して病院近郊に低料金で家具・家電付アパートを提供し、遠方の患者家族を支援する 附属病院 東京（7.18）

6 本学芸術系社会貢献推進室は、7月16、17日の2日にわたって｢夏休みアート・デーキャンプ
2016」をつくば市などと共同で開催した 常陽（7.20）

7
本学エンパワーメント情報学プログラム5年の村田耕一さんらが、学生向けITコンテスト「イ
マジンカップ」の世界大会で日本代表チームとして出場することを受けて、壮行会が開催され
た

伊藤眞副学長
村田耕一(グローバル教育院EMP5年）
江國翔太(グローバル教育院EMP5年）
朝倉靖成(グローバル教育院EMP2年）
上原皓(シス情知機博士前期2年）

常陽（7.20）

8 量子科学技術研究開発機構らと本学山田洋一講師の研究チームはグラフィン内部のスピンの
向きを磁性酸化物によって制御できることを世界で初めて発見した 山田洋一講師（数理物理系） 日刊工業（7.26）

9 リオ五輪に挑む選手名鑑(７月３０日現在）
リオ五輪日本代表派遣選手が一覧掲載され、本学に関係する10名の選手が紹介された

山下航平（体専４年）
金子雅紀（人間総合体育博士前期2年）
棚村克行（OB　ブルボンKZ）
志水祐介（OB　ブルボンKZ)
安田賢也（OB　ブルボンKZ）
永瀬貴規（OB　旭化成）
衛藤昂（OB　味の素ゼネラルフーヅ）
彦坂匡克（OB　トヨタ自動車）
福岡堅樹（OB　パナソニック）
与那嶺恵理（OB　Hagens Berman Superming)

東京（8.1）
毎日（8.3）

10 本学技術職員による科学ワークショップ「夏休み自由研究お助け隊2016」(実行委員長は齋藤
一弥教授）を開催し、本学の実験設備を活用して中学生がテーマごとに実験や観察を行った 齋藤一弥教授（数理物質系) 常陽（8.1）

11
本学ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター主催による「夏季リケジョサイ
エンス合宿」を女子中高生を対象に実施。2泊3日の合宿には女子中高生120名と保護者、教
員などが参加した

三木ひろみ准教授
綾部早穂教授（心理系） 常陽（8.5）

12 リオ五輪柔道男子で最も層が厚いとされる81㌔級で永瀬貴規さんは、銅メダルを獲得 永瀬貴規（OB　旭化成）

朝日・毎日・読売・日経・東京（8.10）夕
朝日・毎日・読売・産経・茨城・東京（8.11）
読売・産経・東京（8.14）
読売・東京（8.16）

13
本学医学医療系の大城幸雄講師らによる3Ｄ-ＣＧバーチャル手術シミュレーションユニット
はつくばエキスポセンターで「３Ｄバーチャルシミュレーションからロボット手術への応用ま
で」と題し、研究成果の展示やちびっこ外科手術体験を行った

大城幸雄講師（医学医療系） 常陽（8.11）

14
生命環境系の高谷直樹教授らと北陸先端科学技術大学院大学の共同研究で、遺伝子組換えした
大腸菌を用いてブドウ糖からシナモン系分子を合成、重合し、世界最高強度の透明樹脂の開発
に成功した。今後は企業と連係して事業化をめざす

高谷直樹教授（生命環境系） 日経産業（8.12）

15
本学生命環境系、小林達彦教授の研究グループは、ゴマ由来の生理活性物質であるセサミンを
代謝する微生物を発見し、抗酸化活性がより強いセサミンモノカテコールとセサミンジカテ
コールへと変換する酵素SesAを世界で初めて明らかにした

小林達彦教授（生命環境系） 科学（8.12）

16 数理物質系の長崎幸夫教授らは、がん細胞に多い物質と反応して抗がん成分を出す微小なカプ
セルの開発に成功し、５年以内に人を対象とした臨床研究を始める計画 長崎幸夫教授（数理物質系） 日経（8.13）夕

17 第28回国際情報五輪で日本代表として参加した本学附属駒場高の増田隆宏さんは銀メダルを
獲得。第13回国際地理五輪で日本代表として参加した同校の佐藤剛さんは銅メダルを獲得した

増田隆宏（附属駒場高校3年）
佐藤剛（附属駒場高校3年）

朝日・読売・茨城（8.20）
読売・東京（8.23）

18
医学医療系 矢作直也准教授、武内謙憲助教らの研究グループは、食事状況に応じて肝臓におけ
る中性脂肪合成がON・OFFされる仕組みを解明。たんぱく質「KLF15」が脂肪の合成に関与し
ていることがわかった

矢作直也准教授（医学医療系）
武内謙憲助教（医学医療系） 日刊工業（8.22）

19 本学とお茶の水女子大学は9月1日に、教育研究の大学間連携協定を締結した。両大学の資源・
強みを活かし、人材育成および附属学校教育を含めた教育連携への発展を目指す

日刊工業（9.2）
毎日・読売（9.8）

20 ▽陸上：陸上日本学生対校選手権　女子ハンマー投げで本学勝山眸美選手が62㍍70の大会新記録 勝山眸美（体専4年） 朝日（9.4）

21
ナノテク分野の優れた業績をあげた研究者に贈られる「江崎玲於奈賞」は東北大の大野英男教
授が選ばれた。県内研究者を対象としたつくば奨励賞若手研究者部門で国際統合睡眠医科学研
究機構の林悠准教授が選ばれた

江崎玲於奈名誉教授（元学長）
林悠准教授（国際統合睡眠医科学研究機構）

読売・日経・産経・東京・常陽・日刊工業・
日経産業（9.6）
朝日（9.8）

22 本学附属病院の新井哲明教授らは、常総市の水害にあった認知症の高齢者を中心に訪問面談を
行い、専門医療の受診や介護サービスをつなげる支援活動を続けている

新井哲明教授（医学医療系）
附属病院 茨城（9.11）

23 全日本柔道連盟は2020年東京五輪に向けた日本代表の新たな強化体制を決定し、女子新監督
に本学柔道部総監督の増地克之准教授が就任することを発表した 増地克之准教授（体育系） 朝日（9.15）

24 ▽水泳（飛び込み）：第92回日本選手権女子1メートル板飛び込みで本学の榎本遼香さんが優勝、
シンクロ高飛び込み男子は本学の大久保柊さんのペアが優勝した

榎本遼香（体専２年）
大久保柊（体専2年） 朝日（9.20）

25 本学主催で「つくばグローバルサイエンスウイーク」を9月17-19日に開催。地球規模の課題解
決のため研究者が取るべき姿勢を示した「ＴＳＵＫＵＢＡ宣言2016」を採択した 常陽（9.20）
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1日 （土） 開学記念日

3日 （月） 秋学期授業開始
第2次選考「ＡＣ/国際科学オリンピック/国際バカロレア」

（～17日）

4日 （火） Cosmos Café（11,18,25日）

11日 （火） 附属図書館特別展「歴史家 二宮宏之の書棚」（～11/13）
体育・芸術図書館ラウンジリニューアル　オープニングセレモニー
GC Chat in Japanese（14,18,21,25,28日）

12日 （水） TOEFL説明会

13日 （木） GC Chat in English（17,20,24,27,31日）

16日 （日） 山本明・柳沢正史 紫綬褒章受章記念講演会（つくば国際会議場）
City Chat Café（サテライトオフィス）

17日 （月） GC海外体験写真展（～11/6）

21日 （金） 合格発表「ＡＣ/国際科学オリンピック/国際バカロレア」

26日 （水） ドイツデー

10 October

1日 （火） GC Chat in Japanese（8,11,15,18,22,25日）
Cosmos Café（8,15,22日）

4日 （金） 学園祭（～６日）

6日 （日） ホームカミングデー

10日 （木） GC Chat in English（14,17,21,24,28日）

11日 （金） TOEFL説明会
海外ボランティア説明会

12日 （土） 秋季スポーツ・デー（～１３日）
つくば科学フェスティバル（つくばカピオ）（～13日）

16日 （水） MENA WEEK（～22日）

29日 （火） 入学試験「推薦/帰国生徒（体育・芸術）」（～30日）

11 November

1日 （木） GC Chat in English（5,8,12日)

2日 （金） GC Chat in Japanese（6,13日)

5日 （月） 中国WEEK（～11日)

6日 （火） Cosmos Café（13日）

7日 （水） Cosmos Chat（14日）

12日 （月） 合格発表「推薦/帰国生徒（体育・芸術）」
第5回IIISシンポジウム
AFRICA WEEK（～18日）
海外ボランティア説明会

16日 （金） 秋ABモジュール期末試験

18日 （日） City Chat Café（LALAガーデンつくば）

23日 （金） 冬季休業（～１/９）

12 December

Event Calendar
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